
 認可地縁団体 高尾台町会 令和２年度 定例総会議事録  

 

日    時 ： 令和２年３月１５日（日） １３：００～１４：００ 

場    所 ： 高尾台町会会館 1 階ホール 

会  員  数 ： １,８４７名 

定  足  数 ： 過半数９２４名 

出  席  者 ： ４６名 

委任状出席者 ： １,２１９名 

有効表決権数 ： １,２６５名 

 

議事の経過およびその内容 

 

１．開会 

   委任状出席を含み、町会員の過半数以上の出席者があり、会則第１５条に基づき総会が正式に成

立したとの報告のあと、司会総務・堀内克之が開会を宣言した。 

 

２．町会長挨拶 

   こういうご時世の中、集まって頂きありがとうございます。本来なら、挨拶ぐらいマスクを取って

と言われるかもしれないが、このままやらせていただきます。ご了解の程よろしくお願いします。 

   折角集まって頂いていますが、こういう事情もありますので、短縮で行わせて頂きたいと思いま

すので、総会資料に書いてあることはなるべく飛ばして、今回はやりたいと思います。 

もしどうしてもということがありましたら、臨時総会なりを申請して頂いて審議して頂くという

ことで、今回に関しては決算報告と新役員の承認をメインでやらせて頂こうと思います。どうして

も審議して欲しいということがあれば、文書なり、最後の方に発言して頂いて、審議の方は後日と

いうことで、よろしくお願いします。 

 

３．議長および議事録署名者の選出 

   司会総務・堀内克之から、議長および議事録署名者の選出について諮ったところ、役員一任という

ことで、議長には２丁目・輪嶋隆二氏、並びに議事録署名者に２丁目・土田千草氏および 3 丁目・田

中信也氏が推薦され承認された。 

 

４．審議事項 

 １）令和元年度 事業報告 

   新型コロナウィルス感染症対策として、今回は時間短縮のため個々に目を通していただくことと

された。 

 ２）令和元年度 決算報告及び監査報告 

   総会計・川原利治から、令和元年度決算が総会資料に基づき説明、報告された。 

収入の部では、町会費（振込分）が少ないのは、アパートの入居率が下がっているのと、2 月末が

土、日となり、入金が 3 月の振り込みとなったため、次年度の歳入となる。街灯電気料・市補助金



は、市全域のＬＥＤ化で算定が変わって小さくなっている。 

支出の部では、町会会館維持費の大半は会館照明ＬＥＤ化の工事費です。総務関係費は緊急連絡用

にスマートフォンを会館に用意したため大きくなった。計画したイベントが全て実施できたので、参

加者との関係で経費が膨らんでいる。町会では積極的に防災士を育成している。元年度には、９名が

誕生。その費用は市の予算枠に収まったので、町会からの持ち出しはなかった。消火器の詰め替え時

期であったが、コロナウィルスの影響で遅れ、新年度での支払いになります。除雪関係費では、除雪

を依頼することはなかったが、賠償保険、傷害保険を充実したものに切り替えた。 

この後、監査・川端孝幸から、令和元年度の会計について関係書類を照合し監査を行った結果、適

正に処理されていた、との報告がされた。 

 

 令和元年度決算報告及び監査報告は、拍手をもって承認された。 

 

 ３）町会則改訂並びに防災方針改訂の件 

   町会長・片岡重人から、 

町会則の改訂に関しては、防災委員について前年度では、基本的に班長との兼任を認めないという

書き方になっていたが、そこを直して第 9 条 4 項の①で防災委員は班長を兼ねることはできる。ま

た再任を妨げない、としている。 

防災活動方針改訂としたが、今までＩＤＰＴと頭文字で名前を呼んでいたが、何のことか分からな

いと言われるので、名称の方を「ぼうさい高尾台」と変えています。そこが改訂のところであります。

と説明された。 

 

議長 この件について、拍手で承認願います。 

 

 町会則改訂並びに防災方針改訂の件は拍手をもって承認可決された。 

 

 ４）令和２年度 事業計画並びに予算（案）承認の件 

   総務・堀内克之から、総会資料に基づき令和２年度事業計画（案）が例年通りと説明され、引き続

き、総会計・川原利治から、令和２年度予算（案）が説明された。 

   収入は、前年度の決算額を基に示した。町会会館修繕工事費は決算額の関係上、項目を残した。 

   支出は、大きな支出は想定されていない。例年通りの計上となっている。 

   特別会計は例年通り。納税協力会から会館修繕工事費積立金に充当の予算案が示されているが、

会の元来の目的が会館建設の為に奨励金を積み立てるとなっている。 

 

   議長 質問がなければ、拍手をもって承認願います。 

 

 令和２年度事業計画並びに予算案は、拍手をもって承認可決された。 

 

 ５）令和２年度役員承認の件 

   令和２年度役員が総会資料・役員名簿（案）により報告された。 

 

 令和２年度役員は、拍手をもって承認可決された。 

 



  新役員を代表して新町会長・越野外美夫が挨拶を行った。 

 

５．報告事項 

 １）丁目班の再編成、役員選出ブロック制の検討 

  町会長・片岡重人より、内容が説明された。 

   町会の構成も高齢化、人数減少など内容が変わってきた。今のままでは不都合が出るであろう。班

の再編成、役員選出のブロックの再編成を今年度から進めていきたい。これにつきまして役員、各班

長におかれては、自分の班の状況を把握して頂きたい。合併、分離を考え、意見を頂戴したい。今年

度で上手く決められればよいが、長期にわたることもある。皆様の考えを伺っていくので、よろしく

お願いします。 

 

 ２）町会会館内照明ＬＥＤ化工事の完了 

  総会計・川原利治より、全館の照明がＬＥＤに代わって、予算内で工事が完了していると報告され

た。 

  

   議長：最後に質問等ありましたら、お聞きします。 

 

 質問：例年、防犯灯の設置がどれくらいあったか報告があったが、どうなっているか。 

 回答：町会長・片岡重人 

   一昨年から市で街灯のＬＥＤ化が始まって、去年完了している。今までは町会から支出し、市から

補助金があって、街灯の交換をしてきた。向こう 10 年、残り 8 年余あるが、市と電気組合とで契約

を結んでいて、10 年間は壊れたものについては全て市が補修をする、完全に壊れたものは新品に交

換する契約になっています。それで基本町会の新しい街灯への持ち出しはない。今から新しく家が

増えて来、今まで街灯がなかった所に増やす場合で、隣と 20 メートル離れていれば、市からお金が

出る。20 メートル離れていないと町会の自己負担になる。その時に町会の支出が発生する。 

  

 質問：町会会館の前の通りですが、電柱が一方にあって灯りが建物の方に向いているため、明かりが会

館の側に届かない。夜、会館側を歩くことは危ないという声がある。出来る事なら街灯を少し斜め方

向にして、会館側が明るくなるように工夫してほしい。 

   交差点で街灯はあるが、一方は明るいが、一方は暗い所があると聞いていますが工夫されたい。 

   最近南部で空き巣狙いが多々あるやに聞いていますが、街灯をもう少し増やしてもらってもよい

所があるように思う。検討をお願いします。 

 回答：町会長・片岡重人 

   今まで町会として支出していた部分があるので、ご連絡頂ければ設置していきたいと思います。

反対側に電柱が無い打開策として、引き込みポールに街灯を付けることができる。暗い側に新たに

灯りを取り付けることは、全て町会の自己負担でできる。今付いているものの向きを変えることは、

市での補修になる。細かい部分での都合の悪いところは報告頂ければ増設したいと思います。 

 

 意見：新町会長・越野外美夫 

   先走るが役員選出の件に関連して、私が引き継いで取り組んでいかねばならないと考えています。

一番問題なのが、町会長の選出がネックになっていること。以前から考えていることがあるので、そ

れを含めてたたき台を考え、役員会に諮りたい。役員の意見を聞き、そこで詰められれば、班長連絡



会などで皆さんの意見を聞き、できたら来年の総会で何とか決めたいと私案として持っている。町

会を円滑に和やかに運営していくために、いろいろ家庭の事情、仕事の事情もあるかもしれないが、

割り切って町会をうまく進むよう盛り上げていくために協力をお願いしたい。 

 

   議長：役員選出を今回やってみて、ブロック制の方式でやられるには無理があると、このままでは

なかなか会長や総会計になってもらう人が出て来ないと実感した。 

     今年度中に新役員の方で少しでも皆さんのやり易いように変えていきたいので、よろしくお

願いします。 

 

 質問：新の総会計を紹介してもらえませんか。 

 回答：総会計・川原利治 

   新しい総会計の田賀さんです。 （田賀さん、立って会釈） 

   総会計は他の役員と違って、３月いっぱい仕事をしている。お金のことで何かありましたら、私の

方へご連絡ください。 

 

 質問：総務委員もなかなか決まらない。私もやったが、総務は最後の何でも余ったところは全部総務と

いうことで、会議は全部出席する。イベントも全部出席する。ということで、総務の方は大変だと思

います。 

   一つの思いであるが、事務を運営されている総務の方は事務局、イベントの方はイベントの関係

者にして明文化して、はっきりと分けてよいのではないか。 

   次年度のいろいろ班割とか編成のことを考える時に総務の業務も具体的に分けるようにしたら良

いのではないかと思います。 

 

   議長：只今の質問についても新役員で検討して、どういう風にしていくか皆さんと考えていくよ

うによろしくお願いします。 

     慣れない議長でした。ありがとうございました。 

 

６．閉会 

   司会総務・堀内克之が閉会を宣言した。 

 

以上の決議を確認する為この議事録をつくり、これに記名押印する。 

 

令和２年３月１５日 

認可地縁団体 高尾台町会 令和２年度定例総会 

 


